





Enlightenment for Disaster Prevention by  
the Visualization of Talking-Researchers themselves  
―Deliver Researchers’ living prior to deliver knowledge of disaster― 
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ABSTRACT 
  This talk demonstrates activities regarding to enlightenment for disaster prevention 
and proposes to archive and distribute visualized talking-researchers themselves.  
Keywords:  Visualization of Researchers’ living, Enlightenment for Disaster Prevention 
 
１．研究者じゃない人が最初に視るもの 













































 ２．研究者の姿を届ける意味  
	 防災啓蒙の諸活動を行っていく際に、茂木が実感して
きたことは、「分かり易くする」ことよりも「知識がキャ
ラクターより出しゃばらない」ことが重要だという事実
です。多くの防災啓蒙では、知識から入り、知識を知識
で説明して、その知識を思い出して下さいというメッセ
ージの講演になりがちで、茂木自身もそういった講演を
ずっとしていました。しかし、それだと入り口から出口
まで全て知識で埋め尽くされるため、どうしても受け取
れる人がごくごく少なくなってしまいます。 
 
	 そこで、あるときから茂木耕作という一研究者に、 
「気象を楽しむ者、気象“楽”者モテサク」 
というできるだけダサくて尚且つ出しゃばったキャラク
ターで打ち出してみることにしました。こうするとキャ
ラクターが出しゃばりまくっているために、知識がそれ
以上に出しゃばってるようには感じにくくなります。 
 
	 こうしたキャラクターは、講演を含めた様々な研究活
動を動画に撮影して、Youtube で公開した結果を解析す
るところから生まれました。自分が映っている Youtube
動画は、一つの可視化だとも言えますが、もう一つ大事
な可視化は、動画の再生回数です。 
 
	 動画の再生回数と動画そのものを視ることができると、
それぞれに適した自然でかつ受け取られやすいキャラク
ターが、発信側と受信側の両方に同時に伝わっていきま
す。そして大事なことは、キャラクターが伝わると同時
に、防災啓蒙上で伝えたかったメッセージやデータなど
も適宜伝わっていくということです。 
	  
	 研究者の姿は、決して表面的なキャラクターだけで伝
わるものではありませんが、入り口としてキャラクター
があり、それを可視化して自分も相手もそれを視て、そ
の上でドアの中でゆっくりと知識を視てもらうという手
順が必要です。 
 
	 その手順において、地球環境データそのものの可視化
と受け取り側の反応や感想自体の可視化と研究者のキャ
ラクターをリンクさせるための可視化が、それぞれ効果
的になされていけば、防災啓蒙の在り方も良い方に変わ
っていくはずです。 
 
	 今の世の中にあまりなくて、これからの世の中あって
欲しいと思う可視化について、あなたにとっては、どん
なアイデアが思い浮ぶでしょうか？ 
 
	 アイデアの広がりを会場で可視化してみませんか？ 
	 
図２	 Youtube の再生回数、再生時間の分析ページ
とキャラクターが抽出された動画のスクリーンシ
ョット。どのように振舞っている自分がどのような
伝え方で誰に伝えている動画の再生回数が伸びる
かを見ると、自然と自分に合ったキャラクターが可
視化される。	 
